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　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　イヌ（cα％ゼsカ〃痂α7∫s）はオオカミから家畜化され、長きにわたり入にとって最も身近な動物とし

て飼育されている。現在日本では1232万頭の犬が飼育されているといわれ、核家族化が進む現代社会

において、情緒的なつながりを求める人の伴侶として不可欠な存在となっている。人はその友である

犬について様々な角度から研究してきた。なかでも、彼らの心理状態を把握するために行動学的、ま

たは生理学的なアプローチを試み、彼らを理解しようと努めている。

　一方、近年人においてパートナーや配偶者との接触により血中オキシトシン（Oxytocin：以下OT）

が増加することや、マッサージ後の陽性感情に応じて血漿中OTが増加すること、人においてOTが幸

福を感じるときに増加するといったこと報告され、リラックスおよび陽性感情といった心理上のメカ

ニズムに関係があることが示唆されている。また、犬と人のposi伽e　interaction（発話やi接触を伴った

交流〉によって犬の血漿中OTが増加するとの研究報告があることから、　OTは人を含めた動物の心理

状態を客観的に評価するのに適していると考えられる。さらに、近年のマウスやラット、サル、人の

研究からOTがつがいの形成や社会的認識、信頼、愛着、親和性行動、といった社会行動やいわゆる

「絆」の形成に関与していることが明らかとなり、他個体との関わりに大きく影響することが明らかと

なっている。そこで本研究では、行動や気質に関係するOT牙泌について調査することで、犬の陽性感

情について生理学的なアプローチを試みるとともに、人を対象とした異種間コミュニケーションにお

ける犬のOT分泌と行動の関わりを明らかにすることを目的とし研究を行った。

第1章．血中OTの尿中への排泄ならびにコルチゾールとの関係について

　第1章ではサンプル採取時の個体への負担を考慮し、非侵襲的に採取が可能である犬の尿中OT測定

の適否を検討することを目的とし、血中OTの尿中への排泄時間を調査した。実験は犬の血中へOTを
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投与し尿中への排泄時間を調査した。本実験は頻回採尿のため、トイレトレーニングを施された未去

勢のラブラドールレトリーバー（n＝6）を用いた。血液と尿は投与30分前より採取し、投与直前、投

与直後、投与終了後15分、以後30分毎に計4時間にわたり採取した。OT測定は福井大学統合生理学

教室の協力を得て、Higuchiらの研究（1984）を参考にRIA法による測定を行った。

　その結果、OT投与開始直前の平常時血中濃度は65．55±17．20　pg／mlであり、血中のピークは投与

終了直後であった。血漿中OTは、平常時に4．70pg／mlと非常に低い個体が存在しRIA法においても、

これ以上血漿中濃度が低下すれば検出が困難になると考えられた。尿中OTのピークは血中への投与開

始から1時間後であった。また、尿サンプルにおける実測値の最低濃度は49．50pg／mlと十分頃測定範

囲内であり、尿によるOT測定は血液採取時の種々の問題を克服し、個体の状況をより正確に表すもの

であると考えられた。また、同時刻の尿中コルチゾールを測定したところ、コルチゾールほとんど変

化しなかったことから、外因性OTの血中投与は犬の尿中コルチゾールには影響しないことが明らかと

なった。これらのことより以後、尿採取は刺激開始から1時間後とした。

第2章．日常的な刺激による犬のOT分泌

　犬の情動変化は行動観察やコルチゾールなどの測定によるストレス評価が主であり、陽性感情やリ

ラックスの客観的評価は確立されていない。第2章では日常的な犬の陽性感情を誘起させる刺激によ

ってOT分泌とコルチゾール分泌がどのように変化するか検討した。刺激は過去にラットや人において

血中OT濃度を増加させることが明らかな摂食と運動、マッサージとした。摂食や運動、なでるといっ

た行為は、トレーニングにおいても強化子として用いられることから、陽性感情を誘起させる重要な

要素であると考えられる。なかでも、なでる行為は人が犬に与える社会的報酬として作用し、心拍数

を減少させ、犬をリラックスさせる効果があることが報告されている。対照実験としてOT増加の報告

がない水を与えたときの変化についても検討をおこなった。犬はトイレトレーニングを施された9頭

を用いた。

　その結果、摂食、運動、マッサージは有意に犬の尿中OT濃度を増加させた（摂食：p＜0．05、運

動：p＜0。05、マッサージ：p＜0．01）。対照的に飲水は尿中OT濃度に影響を与えなかった。これらの

ことから、RIA法を用いて尿中OTの測定は、非侵襲的に刺激によるOT分泌の変動をとらえられるこ

とを可能にすることが明らかとなった。一九各刺激前後における尿中コルチゾール濃度は摂食のよ

ってのみ有意に増加した。従って、犬の陽性感情の評価には、尿中OT濃度による評価が適切であると

考えられ、非侵襲的に犬の陽性感情やリラックスを把握するバイオマーカーとしての尿中OT濃度測定

の有用性が示唆された。

第3章．人・犬間の相互コミュニケーションによるOT変化

　第3章では人と犬の相互コミュニケーショジ時における両者の行動分析と交流前後の尿中OT濃度の

変動を調査することで、異種間の親和行動やコミュニケーションにおけるOTの役割を明らかにするこ
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とを目的とした。実験は30組の犬とその飼い主を対象に行い、⑦安静（20分）、②飼い主と犬の交流

（30分）および③安静（30分）で構成した。①の安静時に飼い主は実験室で過ごし、犬は別室で待機

させた。①の安静時に飼い主には犬に対する愛着を測るLexington　Attachment　to　Pets　Scale（LAPS）

に解答してもらった。人および犬の尿サンプルは⑦および③終了時に採取した。

　両者の行動を元に、階層的クラスター分析を行った結果、被験者と犬の組み合わせばコミュニケー

ション時間が長く、頻度が多いHCグループと、コミュニケーション時間が短く、頻度の少ないLCグ

ループに分けられることが明らかとなった。また、グループ毎の尿中OT濃度を交流で比較すると、

HCグループにおいて犬、人ともに尿中OT濃度が上昇することが明らかとなり、LCグループでは犬に

おいて有意に低下し、人では変化しなかった。主成分分析と重回帰分析の結果から、犬においては

「飼い主から犬への接触に関わる要因」が犬の尿中OT濃度を上昇させる重要な要素であることが明ら

かとなり（F（3．24）＝3．78，p＜0．05，決定係数R2＝0．32）、人においては「犬から飼い主への注視に関わ

る要因」（p＜0．01）、「LAPS」（p＜0．05）、「飼い主から犬への声をかける回数」（p＜0．05）が尿中OT

濃度に影響を与える要素であることが明らかとなった（F（3．24）＝4．00，p＜0．01，決定係数R2＝0．41）。

また、犬の注視と飼い主からの接触時間および接触回数に相関が見られたことから、人の母子間と同

様に、人・犬問においても犬の注視が愛着行動として作用していると考えられた。これらのことから、

人のOTを分泌させる犬の注視は人の接触を増加させ、人の接触は犬の注視を増加するという相乗効果

を生むと考えられ、両者のコミュニケーションがスムーズに成立すると考えられた。また、単一の刺

激だけでなく、異種間コミュニケーションにおいても尿中OTを測定することでより詳細な両者の関係

性が評価できると考えられる。

　本研究により社会行動や陽性感情などと関係する犬のOTを非侵襲的に評価ができることが可能とな

り、犬の注視が人の尿中OT濃度を上昇させる要因であることが明らかとなった。犬の注視は生理学的

に人に対する社会的な合図として成立していることが示唆され、犬の注視を発端としたコミュニケー

ションが人の親子間と同様に愛着行動として作用していると考えられることから、人と犬が似たよう

な社会認知機構を持つ収敏進化仮説を裏付ける結果となった。また、人から提供される食物や遊びを

含めた運動、身体的接触などの行為は犬に陽性感情を抱かせドーパミン作動性の脳内報酬系回路にも

作用するとともに、社会認知機能や愛着形成に関わるOTが分泌されると考えられ、人と犬の社会的な

結び付きが促進されると考えられる。犬と人の関わりにおいて視線や身体的な接触と言った共通のコ

ミュニケーションを：発端とし、両者のOTが分泌されると考えられることから、人・犬問の絆の形成に

はOT神経系を介した生物学良心形成メカニズムが存在する可能性が示唆された。本研究は人と犬の相

互コミュニケーションにおけるOTの役割を明らかにし、人と犬のより良き関係の構築に貢献するもの

である。
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　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　近年、人においてパートナーや配偶者との接触により血中オキシトシン（Oxytocin　l以下OT）が±曽

加することや、マッサージ後の陽性感情に応じて血漿中OTが増加すること、人においてOTが幸福を

感じるときに増加するといったこと報告され、リラックスおよび陽性感情といった心理上のメカニズ

ムに関係があることが示唆されている。また、犬と人のpositive　interaction（発話や接触を伴った交流）

によって犬の血漿中OTが増加するとの研究報告があることから、　OTは人を含めた動物の心理状態

（陽性感情）を客観的に評価するのに適していると考えられる。さらに、OTがつがいの形成や社会的

認識、信頼、愛着、親和性行動、といった社会行動やいわゆる「絆」の形成に関与していることが明

らかとなり、他個体との関わりに大きく影響することが明らかとなっている。

　本研究は、このOTに注目し、犬の陽性感情について生理学的なアプローチを試みるとともに、人・

犬との関係を客観的に明らかにすることを目的としたものである。3章から成る研究の概要は以下の如

くである。

第1章　血中OTの尿中への排泄ならびにコルチゾールとの関係について

　非侵襲的に採取できる犬の尿中OT測定の適否を検討することを目的とし、血中OTの尿中への排泄

時間を調べた。トイレトレーニングを施された未去勢のラブラドールレトリーバー（n＝6）を用い、

血液と尿の採取は投与30分前、投与直前、投与直後、投与終了後15分、以後30分毎に計4時間にわた

り行った。oT測定は福井大学統合生理学教室の協力を得て、　Higuchiらの研究（1984）を参考にRIA

法により行った。

　その結果、血漿中OTは、平常時に4．70pg／m1と非常に低い個体が存在しRIA法においても、これ

以上血漿中濃度が低下すれば検出が困難になると考えられた。尿中OTのピークは血中への投与開始か

ら1時間後であった。また、尿サンプルにおける実測値の最低濃度は49．50pg／m1と十分に測定範囲内

であり、尿によるOT測定は血液採取時の種々の問題を克服し、個体の状況をより正確に表すものであ

ると考えられた。これらのことより、以後、尿採取は刺激開始から1時間後とした。また、同時刻の

尿中コルチゾールを測定したところ、コルチゾールはほとんど変化しなかったことから、外因性OTの

血中投与は犬の尿中コルチゾールには影響しないことが明らかとなった。

第2章　日常的な刺激による犬のOτ分泌

　第2章では日常的な犬の陽性感情を誘起させる刺激によってOT分泌とコルチゾール分泌がどのよう

に変化するかを検：下した。刺激は過去にラットや人において血中OT濃度を増加させることが明らかな

摂食と運動、マッサージ（なでる行為）とした。なかでも、なでる行為は人が犬に与える社会的報酬

として作用し、心拍数を減少させ、犬をリラックスさせる効果があることが報告されている。対照実

験としてOT増加の報告がない水を与えたときの変化についても検討をおこなった。犬はトイレトレー

ニングを施された9頭を用いた。
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　その結果、摂食、運動、マッサージは有意に犬の尿中OT濃度を増加させた（摂食：p＜0．05、運

動：p＜0．05、マッサージ：p＜0．01）。対照的に飲水は尿中OT濃度に影響を与えなかった。一方、各

刺激前後における尿中コルチゾール濃度は摂食のよってのみ有意に増加した。従って、尿中OT濃度は、

犬の陽性感情の評価に有用であると考えられた。

第3章　人・二間の相互コミュニケーションによるOT変化

　第3章では、人と犬の相互コミュニケーション時における両者の行動分析と交流前後の尿中OT濃度

の変動を調査することで、異種間の親和行動やコミュニケーシ、ヨンにおけるOTの役割を明らかにする

ことを目的とした。実験は30組の犬とその飼い主を対象に行い、①安静（20分）、②飼い主と犬の交

流（30分）および③安静（30分）で構成した。①の安静時に飼い主は実験室で過ごし、犬は別室で待

機させた。①の安静時に飼い主には犬に対する愛着を測るLex1ngton　Attachment　to　Pets　Scale（LAPS）

に解答してもらった。人および犬の尿サンプルは①および③終了時に採取した。

　両者の行動を元に、階層的クラスター分析を行った結果、被験者と犬の組み合わせばコミュニケー

ション時間が長く、頻度が多いHCグループと、コミュニケーション時間が短く、頻度の少ないLCグ

ループに分けられることが明らかとなった。また、グループ毎の尿中OT濃度を交流で比較すると、

HCグループにおいて犬、人ともに尿中OT濃度が上昇することが明らかとなり、LCグループでは犬に

おいて有意に低下し、人では変化しなかった。主成分分析と重回帰分析の結果から、犬においては

「飼い主から犬への接触に関わる要因」が犬の尿中OT濃度を上昇させる重要な要素であることが明ら

かとなり（F（3．24）＝3．78，p＜0．05，決定係数R2＝0．32）、人においては「犬から飼い主への注視に関わ

る要因」（p＜0．01）、「LAPS」（p＜0．05）、「飼い主から犬への声をかける回数」（p＜0．05）が尿中OT

濃度に影響を与える要素であることが明らかとなった（F（3．24）騙4．00，p＜0．01，決定係数R2＝0．41）。

また、犬の注視と飼い主からの接触時間および接触回数に相関が見られたことから、人の母子間と同

様に、人・犬問においても犬の注視が愛着行動として作用していると考えられた。これらのことから、

人のOTを分泌させる犬の注視は人の接触を増加させ、人の接触は犬の注視を増加するという相乗効果

を生むと考えられ、両者のコミュニケーションがスムーズに成立すると考えられた。

　本研究により社会行動や陽性感情などに関係する犬のOTを非侵襲的に測定ができることが明らかと

なり、犬の注視が人の尿中OT濃度を上昇させる要因であるこ．とが分かった。また、人から提供される

食物や遊びを含めた運動、身体的接触などの行為は犬に陽性感情を抱かせるとともに、OTは人と犬の

社会的な結び付きを促進することが示唆された。つまり、人・犬問の絆の形成にはOT神経系を介した

生物学的絆形成メカニズムが存在する可能性が示唆された。

　本研究は人と犬の関係におけるOTの役割を明らかにし、人と犬のより良き関係の構築に貢献するも

のであり、動物応用科学分野における博士（学術）に相応しい研究とした。
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